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組合等の動き（電器・石油業界の現況報告など）  ２
中央会の動き（組合役員の役割と責任研修会など）  ３
７月の景況調査 ������������ ４

組合クリニック（組合相談Ｑ＆Ａ） ���� ５
事務局だより（研修会の案内、組合法改正など）  ６～７
二〇〇六暑中見舞広告 ������� ８～１３

　このほど、「１７年度ものづ
くり白書」が閣議決定された。
同白書は、ものづくり基盤技
術振興基本法に基づくものづ
くり基盤技術の振興に関して
講じた施策に関する報告書と

して、経産省、厚労省、文科省が連携して作成した
もので、今回で６回目となる。
　白書は、①製造業のイノベーション創出拠点とし
ての我が国の課題と展望、②人口減少社会における
ものづくり人材の育成、
③ものづくりの基盤を
支える研究開発 ･学習
の振興の３部構成と
なっており、本稿では
①②の一部を紹介した
い。

　まず、我が国の製造業は、グローバル化の進展の
中で、国際的に機能分業を進めており、組み立て量
産段階ほどアジアを中心に分業が進んでいるが、研
究開発では日本が圧倒的中核拠点となっていること、
特に部品・材料産業は国際的に高い技術と競争力を
有し、製造業の国際競争力を支えていると分析。ま
た、先端製品の開発現場では、広範囲かつ深い科学
的な見地からの研究開発が必要とされており、産学
官連携などにより組織 ･分野を超えた多くの科学的
知見の活用が望まれていると指摘している。
　課題として、今後高まる環境 ･資源的制約、人口
制約、危機への対応などを克服し、それらを新たな
国際競争力の源泉として行く取り組みを強化する必

「ものづくり立国」に
国民的気運の醸成を

～１７年度ものづくり白書～

要があるとしている。

　人口減少社会におけるものづくり人材の育成の課
題として、①技能継承（２００７年）問題に向け取組を
行う企業が増加しているが、多く行われている雇用
延長は単に問題の先延ばしとしてではなく技能の教
え手としての活用が必要。②若年労働者の確保 ･育
成 ･能力開発による労働生産性向上が重要。③パー
ト、契約社員、嘱託員等の非正社員は能力開発機会
が少なく、単純作業に多い派遣 ･請負労働者等外部

労働者には若年層が多
くキャリア形成上の問
題があるとしている。
　これらに対応するに
は、企業内における環
境整備とともに、経済
社会基盤の整備を進め
ることが必要であり、

「ものづくり立国」の基盤整備に向けた国民的気運の
醸成を図ることが重要としている。

　本県は、高速道路や情報インフラの整備、好況な
自動車、電機、輸送機の世界的な拠点に隣接といっ
た「地の利」、経産省の元気なモノ作り中小企業３００
社に９社が選定されたことに象徴される「高い技術
力」、部材産業や地場産業が集積する「多様な産業の
集積」などの特徴を持つ、まさに「ものづくり県」
である。こうした環境の有利さを生かしながら、そ
れぞれの企業 ･組合の実情にあった環境整備に努め、
一層の発展を図ることが重要となっている。
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　岐阜県電器商業組合（野原和義理事長）には、３
つの追い風が吹いている。野原理事長は「２０１１年ま
での５年間は、地上デジタル放送への移行によるデ
ジタルテレビの買い替え需要、住宅用火災警報機設
置の義務化による取り付けなどの需要、環境重視の
エコキュートやＩＨクッキングヒーター等オール電
化への需要と、商材の宝庫となる。大型量販店との
競争など市場環境は厳しいが、技術・サービスの部
分で差別化を図り、地域店の特質を活かした商売で、
このビッグチャンスを逃さないようにしたい。」と語

り、鼻息は荒い。
　特に、アナログ放送は２０１１年７月２４日に終了する
ため、多くのテレビはデジタル放送対応のチュー
ナーを付けるか、地デジ対応のテレビへと買い換え
る必要がある。「テレビは国内に１億台普及してい
ると言われているが、未だに１千万台しか地デジへ
の買い替えが行われておらず、まだまだ需要は眠っ
ている。組合では、地デジへの対応が必要なことを
積極的にアピールしていく。」と、野原理事長は述べ
ている。
　電器商業組合（０５８－２７２－４８３２）へご連絡頂けれ
ば、相談できる電器店を紹介して頂けます。

地デジ放送などで千載一遇のチャンス！ 

　原油価格の高騰は、中小企業にとっても影響は大
きく、石油販売事業者をはじめ、石油系材料を使用
する事業者や運送会社など、企業経営を大きく圧迫
され、最も重要な課題になっている。本会が実施し
ている景況調査でも、各業界の連絡員からその影響
について懸念の声が多数寄せられている。そこで、
石油販売業界の状況及び今後の見通しについて、岐
阜県石油商業組合（山口隆士理事長）に聞き取りを
行った。
　「今年に限って言えば、原油価格（ＷＴＩ）が１バ
レル７０�を上回る水準で推移している。元売りの仕
切り価格は３月比で１０円ほど値上がりしているが、

小売価格は５円程度に留めており、サービスステー
ション（ＳＳ）の経営に重大な影響を及ぼしている。
業界は、規制緩和を契機に価格の過当競争に加え、
元売出資の子会社によるセルフＳＳの進出が増えて
いる。こうした中で、組合員は販売価格への転嫁が
出来ず、半数以上の組合員が赤字経営を強いられて
おり、県内でもこの１０年程で１００社以上の組合員が
廃業した。これからのＳＳ経営は、セルフ店にはな
いサービスに力を入れ、他業種とのコラボレーショ
ンなど業態転換も視野に入れながら経営を維持し、
地域の燃料供給拠点としての立場を確立していかな
ければならない。石油の安定供給のために今後も活
動していく。」業界の厳しい状況が語られた。

原油価格高騰の影響と今後の見通し
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　岐阜市の美殿町商店街振興組合（鈴木英夫理事長）
は、町の最新情報などを発信して知名度アップを図
り、新たな顧客獲得につなげるため、ホームページ
を開設した。
　美殿町商店街は、戦前からの老舗店が多いため、
昔からのなじみ客が多いのが特徴。中心部の道路沿

いには、シンボルのガス灯が設置されており、毎年
８月にはガス灯夏祭が開催される。組合では、ホー
ムページのほか、レトロ風の美殿町マップも作成す
るなど、商店街の若手店主で組織された「美殿町ま
ちづくり委員会」が中心となって街の活性化に取り
組んでいる。
　ホームページ＝ http://www.mitonomachi.com/

知名度アップにホームページを活用
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　岐阜県寒天水産工業組合（西尾憲之理事長）は、天
然細寒天の品質向上を目指し、「第５１回県寒天展示
品評会」を開催し、６月８日に恵那市山岡町の山岡
農村環境改善センターで優秀作品の表彰式を行った。
　今年は同町の１４業者から１００点が出品され、細寒
天の色、つやなどその出来栄えが審査された。西尾

理事長は、「昨年の寒天ブームによる原料となるテ
ングサの高騰や大雪という悪条件の中であったが、
品質の高い細寒天がそろっ
た。」と感想を述べた。
　なお、最優秀の農林水産
大臣賞は、「丸中寒天製造
所」の中島茂さんに贈られ
た。

県寒天展示品評会を開催

　岐阜県書店商業組合（木野村祐助理事長）は、地
域で子どもを守る民間協力拠点「子ども１１０番の家」
活動に取り組み、安心して子供が暮らせる街づくり
に協力していく。
　組合員９３社の店舗約１２０店で今夏より活動を開始
し、店先には「こども１１０ばんのいえ」と書かれた看

板が掲げられる。木野村理事長は、「子供を対象と
した事件が発生しており、子供が気軽に入れる本屋
での活動が犯罪等への抑止力になると思う。」と語り、
更なる地域密着の店を目指していく。
　なお、県内では、理容・美容業界、石油販売業界
等が同様の活動を行っている。貴組合でも活動につ
いて検討してはいかがでしょうか？

本屋さんが「子ども１１０番の家」を開始
� ������������������������������������������������
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　今月は、昨年度「組合等自主研修事業」を活用して人
材育成に取り組み、和菓子の製造技術を学んだ岐阜県
菓子工業組合（北野茂樹理事長）です。
○テーマ：「菓子製造技術の向上～夏向け菓子の研究～」
　業界においては、食の多様化等の影響により、販売量
は年々減少傾向が続いている。一方、菓子製造技術は、
菓子職人にとって永遠のテーマで時代とともに流行も
変わり、日進月歩の世界である。菓子業界の活性化の
ためには、より優れた菓子作りが不可欠となっている。
　研究会では、現代の名工を受章した職人より、和菓子
作りの実技研修を行った。
　北野理事長は、「県内各地から１００人が出席し、卓越し

た技術を目の当たりに出来たことは、菓子職人にとっ
て貴重な経験であり、大きな財産となった。今後、和菓
子販売が急激に伸びることは考えにくく、いかに減少
カーブを抑えるかが重要となっている。また、職人の
高齢化が進む中で、出席者の約半数が２０～３０代の若者、
女性も１割程度参加し、若い人材が育つということは
業界としても歓迎すべき点で、業界の活性化が期待で
きる。有意義な研修会を提供してくれた中央会に感謝
したい。」と語った。
　中央会では、組合が抱える課題の解決に向けて様々
な支援をしております。研修会などを検討している場
合は、費用の一部負担等の支援を致しますので、ご相談
下さい。

助成事業を活用した組合に聞きました！

　中央会と岐阜労働局は、６月７日及び８日の２日
間、羽島市文化センターで「技能実習生等受入れ管
理等研修会」を開催し、技能実習生を受け入れてい
る組合等関係者約１２０人が出席した。
　県下においては、技能実習生受入れ人数の増加傾
向が続く中で、二次受入事業場における労務管理手
法は、一次受入機関の指導下に実施されている事例

が多いことなどから、この研修会は、一次受入機関
である組合を対象に実施し、岐阜労働局の担当官よ
り「技能実習生の適正な労務管理について」、名古屋
入国管理局の担当官より「適正な技能実習生受入れ
事業の運営について」、それぞれ説明された。
　岐阜労働局では、外国人技能実習生・外国人労働
者の労働条件確保を本年度の重要項目として取り組
んでおり、受入事業所の指導を強化することとして
いる。

技能実習生等受入れ管理等研修会を開催

　中央会では、７月７日に組合運営基本講座「組合
役員の役割と責任」を開催し、組合役職員８３人が参
加した。
　この５月に新しく役員になられた方が多いことか
ら、組合役員の役割や責任について、理解を深めて
もらうことを目的として開催した。元東京都中央会
の職員で、「中小企業組合　理事のためのＱ＆Ａ」の
著者でもある、中小企業診断士・行政書士の清水透
氏より、組合に対する責任や第三者に対する責任に
ついてなど、具体例を挙げて説明された。また、組

合の活性化についても話があり、「組合は経済的メ
リットを出すことが使命だと思われているが、組合
は病院であって、組合員の患者が少なくなるために
活動する組織である。」などの提言がなされた。
　続いて、本会指導員より会社法の施行に伴う組合
法等の改正について説明、その対応については、本
会で支援していることを
紹介した。
　当日のレジメ等の資料
を希望される場合には、
組織指導チーム（０５８－２７７
－１１０１）までご連絡下さい。

組合役員の役割と責任について学ぶ

　岐阜県中小企業組合士協会（澤野美得会長）は、第
２９回通常総会を６月２日にホテルパークで開催した。
　平成１７年度事業報告、平成１８年度事業計画など４
議案について審議され、全て承認された。総会後、
懇親会を行い、本会からも組合士取得職員が多数出
席、商工中金や組合に属する組合士の方々と意見交
換が行われた。
　中央会では、組合の健全な発展の重要な戦力とし
て、組合士の育成、普及を行っております。詳しく
は、本紙７頁をご覧下さい。
　岐阜県建設関連業団体部会（戸島一博部会長）は、第
２９回定会を６月１６日に県民ふれあい会館で開催した。

　平成１７年度事業報告、平成１８年度事業計画など４
議案について審議され、全議案が承認された。本年
度も、部会員の事業支援のため、官公需の受注機会
確保と業界ごとの個別問題解決に向け、研究懇談会
の開催等、積極的な活動に取り組んでいく。
　今年は定会終了後、中小企業診断士の澤芳美氏よ
り『発想「新」時代』をテーマに研修会を実施した。
　岐阜県労務管理モデル集団協会（後藤利夫会長）
は、第３３回通常総会を６月２０日にウェルサンピア岐
阜で開催した。
　総会の中で、協会の今後の運営のあり方について
審議され、総会終了後速やかに会員にアンケートを
行い、今後の方向性を最終決定することとした。

協会、部会が総会等を開催
組合士・建設関連・労務管理モデル

　岐阜県眼鏡商業協同組合（木方伸一郎理事長）は、
６月２２日に岐阜市橋本町のぱるるプラザ岐阜で、岐
阜眼鏡士認定講習会開講式及び本会主催の研修会を
実施した。今年は３年間の講習の最終年となること
から、年度内には新しい岐阜眼鏡士が誕生する。開
講式には、本会の大野専務理事も駆けつけ、受講生

を激励した。
　この講習会は、眼鏡士更新のために必要な講習会
にもなっており、日頃そ
れぞれの店舗等で活躍し
ている眼鏡士も参加して
いる。休憩時には、お互
いに意見交換をする姿も
見られた。

岐阜眼鏡士認定講習会が開講
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調査項目

業　　種

区

分

△△△▲△△窯 業 原 料窯

業

・

土

石

▲△△▲△▲石　 　 灰

――――――生 コ ン ク リ ー ト

△△△△△△砂 利 生 産

▲△△△△○砕 石 生 産

△○△▲△△鋳　 　 物鉄
鋼
・
金
属

△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 

△△△△△○刃物等金属製品 （内需） 

△△△▲△○メ　 ッ　 キ

△△○△△△県 金 属 工 業 団 地一
般
機
械

△△△△△△可 児 工 業 団 地

○△△○△△金　 　 型

○○△△△○電 気 機 械 器 具電気
機器

○○○○△○輸 送 用 機 器輸送用
機　器

○△△○△○各種物産品（観　光）各

種

物
産
品 ▲△▲▲△▲各種物産品（ギフト）

△△△△△△医 薬 品 卸卸

売

業

▲△▲▲▲▲電 設 資 材 卸

△▲△△△○陶 磁 器 産 地 卸

○○△○○○機 械 ・ 工 具 販 売

△△△△△△青 果 販 売小

売

業

△△△△△△水 産 物 商 業

△△△▲▲△家 電 機 器 販 売

△△△△○△メ ガ ネ 販 売

▲△△▲▲▲中 古 自 動 車 販 売

△△△▲○○石 油 製 品 販 売

△▲△○△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）

△△△△△○共 同 店 舗（ 飛 騨 ）

○○△○○○生 花 販 売

▲△▲▲△▲岐 阜 市 商 店 街商

店

街

△△△△△△大 垣 市 商 店 街

▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街

△△△△△▲恵 那 市 商 店 街

△△△△△△高 山 市 商 店 街

△△△△△○自 動 車 車 体 整 備サ

ー

ビ

ス

業

△△△△○▲自 動 車 タ イ ヤ 整 備

▲▲▲▲▲▲長 良 川 畔 旅 館

▲△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館

△△△△△▲高 山 旅 館

△△△△△△ク リ ー ニ ン グ

○△○○△○広 告 美 術

△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業

△△△△△△映 像 制 作

△△△△△△飲　 食　 業

▲△△△△△ビ ル メ ン テ ナ ン ス

△△△△△▲理 容 ・ 美 容 業

▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）建

設

業

▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）

▲△▲△△△土木・建築（羽島地区）

▲△▲▲△△建築（各務原地区）

△△△△△△鉄 構 造 物

△△△▲▲▲電 気 工 事

▲△△▲○△管 設 備 工 事

△△△△△△建 築 板 金

△△▲▲▲△木 製 建 具

▲▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）

△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）運
輸
業 ▲▲▲▲△▲軽 運 送

景
況
感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売
上
高

調査項目

業　　種

区

分

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品食

料

品

▲△▲▲△△豆 腐

▲△△▲○▲食 肉 （ 国 産 ）

▲△△▲△▲菓　 　 子

○△△○△○米　 　 菓

△△△▲○△寒 天 水 産

△△△△△△製 麺

△△△△△△撚　 糸繊

維

・

同

製

品

△△△△△△ニ ッ ト 工 業

▲▲△▲△▲毛　 織　 物

△△△△△○合 成 繊 維 織 物

△△△△△▲メ ン ズ ア パ レ ル

▲△△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服

△△△△○▲縫　　製（既製服）

▲△△▲△△製　 　 材木
材
・
木
製
品

△△△△○▲銘　 　 木

△△△△△△集　 成　 材

――――――家 具 （ 飛 騨 地 区 ）

▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き

△△△△△▲家　 庭　 紙紙
・
紙
加
工
品

▲△▲▲△▲特　 殊　 紙

▲▲△△△○紙　 加　 工　 品

△△△▲△△印　 　 刷印刷

▲△△▲△△プ ラ ス チ ッ ク化学
ゴム

▲▲△▲▲▲陶 磁 器 （ 工 業 ）窯
業
・
土
石

△△△△△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）

△△△△△▲タ イ ル

県内中小企業主要業種の景気動向
（６月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景況感停滞
　　原油価格上昇の影響による

原材料価格等の上昇が依然厳しい　　
６月景況調査

　中央会が主要業種８５組合（うち８３組合による集計）を対
象にまとめた『６月の特色』は次のとおり。
　〔６月の特色〕組合から見た県内中小企業の特色は①景
況感停滞、②原油価格上昇の影響による原材料価格等の上
昇が依然厳しい―となっている。
　６月の景気動向を前年同月比景況感ＤＩ値で見ると、ＤＩ
値はマイナス２４となり、前月のマイナス２３に対し１ポイン
トの悪化となった。２ヶ月連続の改善の動きの後、直近
３ヶ月は連続して悪化している。

　他の主要な動向については、それぞれ前月の動向に対し、
売上高ＤＩ値は、前月と同数値の横這い、販売価格ＤＩ値、
収益状況ＤＩ値はともに２ポイントの悪化の動きとなった。

　業種別に景況動向を見ると、概ね前月と同様、一般機械、
輸送用機器の業況は好調、建設は厳しい状況となっている。
　コメントの中には、業況の低迷要因として、依然、原油
価格の高騰による燃料や諸原材料の価格上昇、高止まりに
よる、仕入・輸送コストの上昇と価格転嫁難が多くの業種
から出ている。また、好調な機械関係の業種においても、
原材料、資材価格の上昇が大きく収益を圧迫しているとの
指摘が強い。
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　本会職員が組合を訪問した際に相談を受けた事例についていくつかご紹介します。貴組合でも、相
談事項があればどんな事でも構いませんので、中央会（０５８－２７７－１１００）までご相談下さい。また、
組合訪問によるご相談も行っておりますので、ご連絡下さい。

☆ケース１
Ｑ．組合では出資証券の発行を行っていますが、組合員からその出資証券を担保や質入して金融機関
等から資金の融資を受けてもよいか、との相談がありました。組合では、どのように対応したらい
いでしょうか？

Ａ．組合出資証券の質入を禁止する法律規定は何もないので、質入は可能ですが、出資証券は自由に
譲渡できず、それ自体は換金価値を有する有価証券ではないので、質権の対象物になり得る価値は
ほとんど有していません。したがって、組合としては、これについて承諾を与えない事が原則であ
ると考えます。組合員は、組合に加入する際に一口以上出資し、組合から出資証券が交付されます。
よって、組合員資格の無い者に出資証券を交付することはありません。

　　なお、出資証券を紛失してしまった場合についても、一般の有価証券と同様に取扱う必要はなく、
組合員より紛失届を提出させ、それにより組合は新たに証券を再交付するだけで差支えないと考え
ます。

☆ケース２
Ｑ．組合では役員改選があり、組合定款に基づいて役員選出を行いました。定款では連記式無記名投
票となっているため、３人を記載することとして選挙を行ったのですが、投票結果の中にＡ氏ばか
りに集中した票、いわゆる累積投票がありました。これは、Ａ氏に３票入ったと計算するのです
か？それとも１票、あるいは無効ですか？

Ａ．株式会社では、累積投票が認められていて、同じ人を何回も投票用紙に書くことができます。し
かし、中小企業の組合では累積投票は認められていません。当選者一人の最高得票数が出席組合員
数以上になると一人一票の原則に反するから、というのがその理由です。連記式投票制をとる場合
は、投票用紙に２人以上を記載するため、実質的には２票以上投票権を有することとはならないか
という疑問があるようですが、２人以上の者を選定して記載することをもって一個の選挙権（１票）
の行使とみるべきです。したがって、同一人の氏名のみを２以上記載する累積投票は許されないと
考えますので、今回のケースは無効票として取り扱っても構いません。但し、こうした間違えが起
きないよう、役員選挙規約などを作成する事が望まれます。

☆ケース３
Ｑ．中小企業等協同組合法の第５条第３項で「組合は、特定の政党のために利用してはならない。」
とありますが、利用とはどのような場合か、説明をお願いします。

Ａ．中小企業等協同組合法第５条第３項の規定は、通称政治的中立の原則と称されるもので、中小企
業者等が共同して事業を行う組織である組合は、経済団体という基本的性格を逸脱して政治団体化
し、特定の政党の党利党略に利用されることは、組合の本来の目的からみて当然のこととして禁止
しています。

　　組合の外部勢力や組合内部の少数者によって、組合が政治目的のために悪用されることを防止す
る趣旨であり、したがって、総会等で特定候補者の支持を議決し、その者への投票を組合員に強制
することなどを禁止しているものと解されますが、組合の健全な発展を図るため、例えば国会等へ
の建議、陳情等までも禁止しているものではありません。

組合相談Ｑ＆Ａ
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　中央会では、県内の活力ある元気な組合の事例を

紹介する中小企業連携プラザを開催します。多くの

皆様の参加をお待ちしています。
　

★日時及び場所　８月３日（木）・４日（金）

　　　　　　　　岐阜県県民ふれあい会館
　

１．「元気印の岐阜の組合」発表大会

　 （３日　１３時３０分～１６時、３階大会議室）　

　①基調講演　１３時３０分～１４時３０分

　　テーマ：「組合を生かせば、

企業の活路は広がる！」

　　講　師：日本福祉大学

　　　　　　経済学部助教授　中村智彦氏　

　②「元気印の岐阜の組合」発表大会

　　１４時３０分～１６時

　　テーマ：「中小企業の未来を創る組合活動」

　　発表組合　岐阜婦人子供服（工組）

　　　　　　　�土岐美濃焼卸センター

　　　　　　　岐阜県花崗岩販売�

　　　　　　　東濃ひのき製品流通�
　

２．「組合発！岐阜いいもの物産フェア」

　　（両日とも１５時～２１時、３階ロビー）

　ここでしか見ること（買うこと）ができない！
� �������������������������������������

　「岐阜ならではの特色ある煎餅・和菓子や麺類等の

食品」、「職人の技が光る東濃ひのきや長良杉の木工

品等」、「伝統ある美濃焼・関の刃物・美濃和紙のク

ラフト製品」、「組合等が心血を注いで開発している

各種製品」等々、必見です。

　お申込み・お問い合わせは、組織指導チーム。

「中小企業連携プラザ～組合等成功事例発表大会～」へご参加下さい !!

� ������������������������������������������������

� ������������������������������������������������

� ������������������������������������������������

　中央会では、県との共催で「地域ブランド戦略と地域

団体商標」セミナーを次のとおり開催します。会場にまだ

余裕がございますので、参加をお待ちしております。

日時：〈第１回〉７月２４日（月）

　　　〈第２回〉７月３１日（月） 両日とも１４時～１６時

場所：岐阜市「県民ふれあい会館１４階レセプション

ルーム」

テーマ：〈第１回〉「地域ブランド戦略の成功のポイ

ントと問題点」及び「岐阜県地域ブランド

支援について」・〈第２回〉「地域団体商標と

は？（地域団体商標取得のポイント）」

　お申込みは、組織指導チーム。

　開催間近！
地域ブランドと団体商標セミナー　

　組合は、相互扶助の精神に基づく組合員の自治に

より運営される組織であるが、異業種・大規模組合

の出現などにより、自治運営が効果的に機能せず、

破綻した事例も見受けられた。このため、①組合の

自治運営が効果的に機能するよう、組合運営全般の

規定を見直すとともに、②共済事業については、そ

の健全性を確保するための措置を講ずるため、法改

正がなされたもの。

　なお、この法律は平成１９年４月１日から施行され

る。

　関係政省令等の詳細が明らかになる秋以降に研修

会の開催、詳細な資料の提供を行う予定です。

組合法等の一部改正法案が国会で成立

　６月１２日に岐阜労働局職業安定部長・県産業労働

部長・県教育委員会教育長から、６月２７日に岐阜県

高等学校長協会の野原会長から、高卒者の職場の拡

大、インターンシップへの協力等について要望があった。

　県内の高卒者の内定率は全国でもトップクラスで

引き続き好調だが、地域、専攻によって厳しい状況

にあり、特に盲・聾・養護学校で厳しいことから要

望があったもの。

　野原会長からは、技術系を中心に、専攻によって

は企業からの求人に応じられない状況にあるが、総

合学科等の新しい学科にも、工業系、商業系などの

様々な専攻があること、定時制も就職希望の生徒が

多いことなどを知ってほしいとの趣旨の発言があっ

た。

　また、職業能力開発大学校やポリテクセンター岐

阜など雇用・能力開発機構でも工学・情報等専門知

識を持つ学生を養成している。求人に当たっては、

様々な方面に目を向けたらどうだろう。

　 高卒者の採用について要望
新しい学科等にも求人を 　
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　この度、『岐阜県中小企業情報』における「暑中見
舞広告」（７月号・第５６１号）に多数のご協賛・ご協
力を賜り、誠にありがとうございました。

　また、会員組合の皆様方が取り組まれる研修会、
イベント等につきまして、本紙紙面で掲載させて頂
きますので、情報提供をお待ちしております。
　ご連絡は、広報・事業チームまでお願いします。

「暑中見舞広告」のお礼

〈６月２０日～３０日〉
２１日　�岐阜県国際交流センター・通常理事会
（ふれあい会館）

２２日　ＡＮＩＡ（全国地域情報産業団体連合会）
ぎふ大会（岐阜都ホテル）

２６日　高齢者雇用推進委員会（岐阜労働局）
〈７月１日～２０日〉
４日　岐阜県最低賃金専門部会（岐阜合同庁舎）
５日　女性部会長会議（全国中央会）
１２日　飛騨中金会（ひだホテルプラザ）

１３日　雇用・能力開発機構岐阜運営協議会（雇
用・能力開発機構岐阜センター）

　　岐阜県産業教育振興会総会（県総合教育セン
ター）

１８日　雇用均等行政協助員並びに子育てしやす
い職場づくり推進協力員会議（ウェルサン
ピア岐阜）

　　　東海・北陸ブロック中央会事務局代表者
会議（長良川会館）

２０日　中金会・東濃経営者セミナー（オース
タット国際ホテル）

� ������������������������������������������������
〈八月中〉
３・４日　中小企業連携
プラザ～組合等成功

事例発表大会～（１３時３０分／県民ふれあい会館）
２９日　官公需問題懇談会（１４時／ぱるるプラザ岐阜）

� ������������������������������������������������

　中央会では、『第５１回通常総会』でご承認を頂きま
した「平成１８年度会費」につきまして、７月中旬に
文書にて会費のご請求をさせて頂きました。
　会員各位におかれましては、厳しい経済環境の折、
誠に恐縮に存じますが、振込手数料は貴組合にてご

負担頂き、９月末日までに納入頂きますようお願い
申し上げます。
　また、振込依頼書の振込金受取書をもって領収証に
代えさせて頂きますが、別途領収書が必要な場合には
本会の領収書を発行致しますので、ご連絡下さい。
　お問い合わせは、管理調整チーム（０５８－２７７－
１１００）。

中央会会費納入のお願い

　中央会では、従業員の退職金制度を利用していな
い中小企業等への支援として、「中退共制度」の利用
を積極的に推進しています。この制度は、中小企業
の退職金を国がサポートしているため、安全・確実・
有利な特典があります。

　また、平成２４年３月末までに他の制度に移行する
などの対策が必要となっている適格年金制度からの
移行先としても利用できます。組合職員、企業の従
業員の方々の退職金について中退共制度をご検討下
さい。お問い合わせは、広報・事業チーム（０５８－２７７
－１１０２）へお願いします。

従業員の退職金対策は大丈夫？
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　中央会では、先に開催した「第５１回通常総会」で
出席者への記念品として、美濃和紙で出来た時計を
使用しましたが、総会後にいくつかの組合から「う
ちの総会でも記念品にしたいが、値段などを教えて
欲しい」との問い合わせがありましたので、簡単な
ご紹介を致します。

　購入先は、�美濃紙コーポレーション、定価は
３,５００円からとなっています。取扱金額が少額の場
合、送料や包装代がかかる場合もあります。
　貴組合等においても利
用したいと思われる場合
には、本会にご連絡下さ
い。多少お値打ちになる
かも…？？

総会の記念品「美濃和紙時計」のご紹介

　
　中小企業組合士制度は、中小企業組合に従事する
役職員の資質向上を図るため、その職務の遂行に必
要な知識に関する試験を行うもので、現在では
３，５００名（県内４５名）を超す組合士が、組合はもち
ろん中央会や商工中金等それぞれの分野で活躍して
います。
　今年の試験は１２月３日（日）、受験申込みは９月上
旬頃からとなり、改めて本紙でご案内させて頂きま
す。受験準備の方法、テキスト等のお問い合わせは、
組織指導チームまでお願いします。

中小企業組合士に挑戦しませんか？　

　中央会と商工中金では、本会の推薦を受けた組合
の組合員を対象として、迅速な手続きによる貸出商
品「中央会提携ローン」を取り扱っています。提携
ローンの概要は次のとおりです。
　貸出利率は、商工中金の同種商品に対し、０.１％の
優遇や無担保の借入（所定の審査のうえ）が可能と
なっています。
　詳しくは、組織指導チームまで、お問い合わせ下
さい。なお、商工中金の審査の結果、ご希望にお応
え出来ないことがありますことをご了承願います。

中央会と商工中金との提携ローン


